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神宮外苑再開発と都市の緑の保全
ロッシェル・カップ

コモンズの緑を守る全国ネット共同代表

注目されている
神宮外苑再開発

ユネスコの諮問機関で
あるICOMOS（国際記
念物遺跡会議）から発
出された警告ヘリテー
ジ・アラート、国内外
メディアによる多くの
報道、4つの署名活動
への32万人を超える賛
同者、2023年に他界し
た坂本龍一氏のメッ
セージに続いて、各界
の有識者や村上春樹氏
をはじめとする著名人
による声明、人気グ
ループ、サザンオール
スターズによる抗議の
歌など、神宮外苑再開
発プロジェクトは多く
の論争を巻き起こし、
注目を集めました。



神宮外苑は、歴史的価値の高い特別な場所

明治神宮外苑は、今から百年前の大正時代に、国民の献金、
献木という、現在のクラウドファンディングのような民主
的な方法で造られた、歴史的価値の高い都市資産です。歴
史的なスポーツ施設や、イチョウ並木をはじめとする緑の
環境は、憩いの場として長く市民に親しまれてきました。

環境を犠牲にする
再開発計画と
環境アセスの問題

環境アセスの基本的な
役割は、開発事業によ
る環境への影響を評価
し、社会へ与える利益
とバランスをとること
ですが、神宮外苑の場
合では、東京都環境ア
セス審議会が示した懸
念は無視され、環境ア
セスとして適正に機能
しませんでした。環境
アセスメントの世界的
な学会「国際影響評価
学会（IAIA）」、日弁
連、そしてICOMOSから
も、公式声明により非
難されたことは、恥ず
べき事態です。



神宮外苑は全国で起きてい
る再開発問題の縮図
神宮外苑再開発が多くの注
目と関心を集めているのは、
神宮外苑という特別な場所
に対する愛着があるだけで
なく、日本全国で起きてい
る、再開発問題の縮図だか
らです。事業者、行政、政
治家が秘密裏に進め、計画
が固まった段階で初めて公
表するという、市民不在の
やり方。利潤追求型の高層
ビルや商業施設のために樹
木や緑が犠牲になっていま
す。「土地の高度利用」や
「賑わい」を何よりも優先
して、環境や景観、市民の
生活をないがしろにしてし
まいます。

歪められた都市計画行政

神宮外苑再開発は都が基本計画を発案し、都が策定した
「まちづくり指針」に適うものとして都知事が認可し実施さ
れています。計画進行のプロセスにおいて、事業計画に合わ
せたガイドラインを作り、区域を削除したり、条例を変更し
たり、事業者に便宜を図っています。このように歪められた
都市計画行政は、非民主的であるといわざるをえません。

東京新聞画像



都市の緑を守るため
法律を変える必要がある

神宮外苑で起きているような
問題を防ぎ、緑の環境や景観
を守るために日本の法律を変
える必要があります。

環境アセスメントプロセスの
改善、再開発での市民参加を
推進する方式、緑地保全や樹
木伐採の規制、景観を守る法

整備が重要です。


